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『創造的進化』は、そのタイトルだけから想像すれば、
進化論を主題にした書物だと思われるだろう。しかし『創
造的進化』で問題になっているのは進化論ではなく認識論
だ。我々の認識がどのように発生し、発展してきたのかを
展望することなしには認識論は語れない。生命の進化を取
り
上
げ
る
の
は
あ
く
ま
で
そ
の
た
め
な
の
だ
。
生
命
の
進
化
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
認
識
に
は
、
本
能
と
知
性
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
に
は
、
本
能
から知性への発展という単線の発達過程が想定されるが、
ベルクソンは本能と知性のそれぞれが互いに独立して発展
し
て
き
た
と
考
え
る
。
ジ
ガ
バ
チ
は
、
卵
を
ア
オ
ム
シ
な
ど
に
産
み
つけるのだが、獲物が食料として腐らないように毒を注入
し
て
麻
庫
さ
せ
て
お
く
。
昆
虫
学
者
は
、
ジ
ガ
バ
チ
が
毒
を
獲
物
に
注入する場所を間違うことなく特定する様子を見て、ジガ
バチは毒の注入場所を経験によって学習し、それが遺伝さ
れて現在にいたったのだと想定する。しかし、たとえ太古
の昔のことだとしても、蜂が何度もアオムシに毒針を刺し、
【図書紹介】
『創造的進化』
ア
ン
リ
・
ペ
ル
ク
ソ
ン
箸
合
田
正
人
、
松
井
久
訳
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
二
○
一
○
年
松
本
力
最
も
効
率
よ
い
結
果
が
で
る
場
所
を
学
習
し
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。
ジ
ガ
バ
チ
と
ア
オ
ム
シ
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
共
感
が
存
在
し
、
こ
の
共
感
が
、
外
的
な
知
覚
が
教
え
る
よ
う
な
ア
オ
ム
シ
の
神
経系の見取り図ではなく、アオムシの傷つきやすさについ
ての内的な認識を可能にしているのだとベルクソンは言う。
そ
し
て
我
々
の
う
ち
に
も
、
生
命
に
関
す
る
内
的
な
認
識
、
表
象
さ
れるというよりも生きられる直観とでもいうべき共感が存
在するとベルクソンは言うのだ。我々のうちにあるこの共
感によって、知性による分解・再構築では捉え損ねてしま
う
意
識
、
記
憶
、
生
命
と
い
っ
た
現
象
を
捉
え
、
し
か
も
昆
虫
に
お
いては認識というよりはむしろ行動によって現れる共感を、
知
性
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
た
明
瞭
な
意
識
に
よ
っ
て
捉
え
直
そ
う
と
するのである。『創造的進化』出版当時の時代状況や各章の
概
略
な
ど
に
つ
い
て
は
松
井
の
解
説
に
譲
る
。
ま
た
、
訳
者
あ
と
が
き
に
あ
る
と
お
り
、
本
訳
書
は
文
庫
と
い
う
体
裁
上
、
現
在
フ
ラ
ン
スで出版されているものには附されているアルノー・フラ
ンソワによる膨大な注が省かれている。とはいえ、事項・
人名索引が巻末につけられており、『創造的進化』としては
現
在
入
手
し
う
る
最
良
の
訳
書
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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